
12

No. 8まち  
 

づくり 
 支援ニュース 
づくり 
 支援ニュース 
づくり 
 支援ニュース 
づくり 
 支援ニュース 

目 次 C o n t e n t s

7

12

2
まちづくり活動紹介 
「小規模多機能型居宅介護」視察記 
コミュニティケアのまちづくりを考える　 
 
まちづくり支援会議 
「公営住宅管理制度の改正 
（家賃制度・収入基準見直し）」がおこなわれます 
　 
まちづくりアドバイザー紹介 
「まちづくりほっとライン」 

大阪まちづくり 
プラットフォーム 
大阪まちづくり 
プラットフォーム 

小規模多機能ホーム「夢家」（大阪市住吉区浅香地区）の外観 
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財団法人大阪府人権協会 
〒556-0028 大阪市浪速区久保吉1-6-12 
TEL.06-6568-2983　FAX.06-6568-2985 
http//www.jinken-osaka.jp

　「大阪まちづくりプラットホーム」は、住民参加による人権のまちづくり活動をすすめるために財団法
人大阪府人権協会が運営しています。 
　各地域の様々なまちづくり活動の紹介や、まちづくり活動に役立つ施策・事業の紹介など、タイムリー
にまちづくりの情報をお届けするサイトです。 

http://www.matizukuri.jp/

 

□これまでの活動実績  
東大阪市の長瀬・荒本地区のまちづくりのお手伝いは

8年目になります。その他、明石市の地域福祉計画で

は4年、京都府精華町の障害者計画では5年、大阪市

中央区の地域福祉計画では4年など、住民の方や行

政職員とじっくりおつきあいしています。 

計画をつくって終わりでなく、現場に通って住民の方

や行政職員と実践に取り組んでいます。 

 

□まちづくりで大切にしていること 
先ずは、一緒に楽しむことです。忙しくなると楽しむど

ころではないのですが、住民の方や行政職員と一緒に

なにかをつくり上げていくことが楽しいです。 

それから専門家として日々のトレーニングである学習

が欠かせません。年をとるごとに勉強が辛くなってき

ますが。 

最後に誠実さ。いくつも仕事をしないと食べていけな

いのですが、一つひとつの仕事を大切にしたいと思っ

ています。 

 
□これからのこれまでの活動を振り返って 
すでに20年働き、折り返して後半の20年を迎えてい

ます。あと20年働けるのだろうか？生き抜いていけ

るのだろうか？40代の共通した悩みかもしれません。

毎日こつこつと、といった地道な日々です。 

□ここが私の売り!! 
福祉と建築がわかるまちづくりコンサルタントはほと

んどいませんので、私の強みかと。資格だけでは食っ

ていけないところが厳しいですが。 

それから、沢山の住民の方との計画づくりやその実践

を経験しており、住民参加のノウハウをもっています。 

 

大河内雅司（おおこうちまさし）さん 
［アルパック㈱地域計画建築研究所］ 

1987年　長岡技術科学大学建設工学専攻修了 
1987年　アルパック（株）地域計画建築研究所入社 
2000年　佛教大学社会福祉学科卒業 
　まちづくりやバリアフリー、地域福祉などの現場で住民
みなさんの活動を応援しています。職能としては、福祉と
建築の専門職です（社会福祉士、一級建築士）。2000（平
成12）年度から東大阪市の長瀬・荒本地区のまちづくり
をお手伝いしています。 

プロフィール 

まちづくりアドバイザー紹介 

ホームページURL：http://www.arpak.co.jp/

長瀬地域ワークショップ 

荒本地域クリーン作戦 




